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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.２２ 

現
在
こ
の
地
区
で
共
通
の
関
心
事
は
、
「
津
波
が
来

た
場
合
逃
げ
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
私
達
は
こ
こ
で
毎
日
生

活
し
て
い
る
。
毎
日
農
作
業
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

千
年
に
一
度
の
最
悪
条
件
で
示
さ
れ
た
被
害
想
定
が

出
た
か
ら
と
言
っ
て
、
あ
わ
て
て
も
始
ま
ら
な
い
。

水
は
高
い
所
か
ら
低
い
所
へ
流
れ
る
。
も
っ
と
現

実
的
に
、
冷
静
に
自
分
達
の
足
元
を
見
て
み
よ
う
。 

 

篠
原
に
「
山
」
が
い
く
つ
も
あ
る 

篠
原
に
「
～
山
」
と
山
が
付

い
た
地
名
が
沢
山
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。『
浜
風
と
街

道
』
の
資
料
編
「
篠
原
地
区
の

字
、
地
名
図
」
を
み
る
と
、
１２
も

の
「
山
」
が
あ
る
。
東
か
ら
「
東

山
」「
大
村
山
」「
倉
の
山
」「
天

神
山
」
篠
原
の
「
高
山
」「
又
三

山
」
「
仲
山
」
坪
井
の
「
高
山
」

「
権
兵
衛
山
」「
天
王
山
」
が
代

表
的
で
あ
る
。
山
と
言
う
か
ら

に
は
、
周
り
か
ら
少
し
小
高
い

と
こ
ろ
を
表
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
の
い
く
ら
か
を
地
名

由
来
等
か
ら
、
引
用
又
は
説
明

し
て
み
る
。 

「
東
山
」
：
篠
原
の
東
の
端
、
高
塚
と
の
村
境

付
近
の
東
海
道
の
北
側
一
帯
は
、
小
高
く
広
い
林

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
東
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
又
東
海
道
沿
い
は
東
山
畷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

「
又
三
山
」
：
高
山
、
倉
の
山
、
天
神
山
で
囲
ま
れ

辺
り
を
又
三
山
と
呼
ん
で
い
る
。 

「
仲
山
」
：
旧
東
海
道
を
挟
ん
で
二
つ
の
小
高
い
山

が
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
と
想
像
す
る
。 

「
高
山
」
：
坪
井
と
馬
郡
の
境
付
近
を
言
い
、
文
字

ど
お
り
周
り
か
ら
一
段
高
い
所
で
あ
る
。 

海
抜
表
示 

最
近
あ
ち
こ
ち

に
そ
こ
の
場
所
の

海
抜
が
表
示
さ
れ

た
が
、
標
高
数
字
を

表
し
た
地
図
を
見

る
と
、
篠
原
地
区
の

高
い
所
を
見
出
す

こ
と
が
出
来
る
。
当

然
低
い
所
も
わ
か

る
。
標

高
が
高

い
所
は
、

萬
松
院

の
裏
山

が
９．８
ｍ
、

保
泉
寺
の
裏
が
６．０
ｍ
、
三
分
一
の
踏
切
が

5.7
ｍ
、
そ
の
他
、
稲
荷
神
社
横
の
坪
井
児

童
遊
園
も
５
ｍ
以
上
あ
る
感
じ
で
あ
る
。 

伊
場
遺
跡
周
辺
の
地
形
鳥
瞰
図 

上
図
は
浜
松
南
部
の
地
形
が
三
方
原
台
地
の
南
に

六
列
の
砂
州
、
砂
丘
が
分
布
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

そ
のⅢ

の
砂
丘
に
沿
っ
て
東
海
道
線
を
設
置
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
延
長
線
上
に
篠
原
が
あ
り
、
篠

原
東
の
高
い
所
が
あ
る
理
由
が
わ
か
る
。
な
おⅢ

の
砂

丘
は
そ
の
先
、
西
に
行
く
と
川
に
よ
り
切
れ
て
い
る
。 

長
里
郷
の
言
い
伝
え 

地
震
、
津
波
と
言
え
ば
篠
原
に
は
、
明
応
七
年
、
永

正
七
年
に
発
生
し
た
津
波
で
、
舞
阪
弁
天
島
北
方
に
あ

っ
た
長
里
郷
が
水
没
、
そ
こ
か
ら
命
の
助
か
っ
た
人
達

が
、
こ
の
篠
原
に
避
難
し
新
し
い
村
を
つ
く
っ
た
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
少
し
で
も
高
い
所
に
住
み
つ
い

た
筈
で
、
篠
原
の
JR
北
一
帯
が
高
か
っ
た
故
に
、
早

く
か
ら
発
展
し
た
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

篠
原
の
「
山
」
が
、
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
大
津
波
の

被
害
軽
減
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
念
じ
る
。 

平成２４年度主な活動 

★ 山下孝先生講座 

①「お釈迦様の生涯」 

②「東海道の移り変わり」 

★本年のテーマ 

・原点に返って地域の掘り起し 

・地震・津波に関する掘り起し 

★ 主な自由研究 

・幕末維新期の旅日記より 

・家康と浜松城 

・篠原の年表整理 

・井伊氏と日蓮上人 

・戦後の分散授業の実態 

・「南海トラフ」について 

・篠原地区の“山”を探る 

・農地解放について 

★ バス旅行／小旅行 

・久能山東照宮と広重美術館 

・郷土の偉人記念館巡り 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 

伊場遺跡周辺の地形鳥瞰図 

台地 

湿地,干拓埋立地 

砂州・浜堤 
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仙
之
助 

 

（六
軒
）  

古
関
還
郷
居
士 

権
兵
衛 

 

（清
三
）  

歸
冬
翫
月
居
士 

半
五
郎 

 

（本
船
）  

遠
山
慈
州
居
士 

寅
之
助 

 

（新
船
）  

旅
岳
円
道
居
士 

仁
左
衛
門 

（中
船
）  

徳
行
遠
慶
居
士 

又
三
郎 
 

（隠
居
船
） 

恵
教
廓
然
居
士 

江
戸
へ
向
か
っ
た
組
頭
と
戒
名 

 

浜
松
市
米
津
町
に
、
臨
済
宗
方
広
寺
派
の
安
泉
寺
が

あ
る
。
こ
の
お
寺
に
は
悲
し
い
お
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
十
月

嵐
の
一
夜
が
明
け
た
朝
、
米
津
の
村
人
が
海
岸
に
出
て

み
る
と
、
遭
難
し
て
流
れ
着
い
た
一
隻
の
千
石
船
を
見

つ
け
た
。 

遠
州
灘
は
、
遠
浅
で
波
が
荒
く
遭
難
事
件
が
よ
く
あ

る
。
当
時
の
米
津
は
半
農
半
漁
で
地
引
網
を
し
て
い
た

の
で
、
海
の
こ
と
に
は
明
る
い
。
こ
の
場
合
も
知
ら
せ

を
聞
い
て
村
人
は
こ
ぞ
っ
て
救
助
に
駆
け
つ
け
た
。
全

員
が
力
を
合
わ
せ
て
船
を
引
き
上
げ
、
漂
流
し
た
り
流

れ
着
い
た
積
荷
を
一
つ
残
ら
ず
集
め
て
役
人
に
差
し

出
し
た
。 

数
日
後
、
船
の
修
理
も
終
り
明
日
は
出
発
す
る
と
い

う
時
に
な
っ
て
、
「
積
荷
が
足
り
な
い
。
将
軍
様
へ
の

献
上
品
で
あ
る
。
調
べ
て
犯
人
を
出
せ
。
さ
も
な
く
ば

全
員
を
処
刑
す
る
。
後
日
江
戸
出
向
の
沙
汰
を
待
て
」

と
、
捨
て
ぜ
り
ふ
を
残
し
て
御
用
船
は
江
戸
に
向
け
て

出
帆
し
た
。 

純
朴
な
村
人
に
積
み
荷
を
盗
む
者
等
居
る
は
ず
が

な
い
。
不
足
の
荷
物
は
海
の
底
に
沈
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

村
人
た
ち
は
、
た
だ
た
だ
途
方
に
く
れ
る
ば
か
り
。
何

事
も
手
に
つ
か
な
い
。
困
っ
た
村
人
は
、
浜
松
藩
主
井

上
河
内
守
の
家
中
に
相
談
し
た
。
と
こ
ろ
が
、 

「
相
手
は
徳
川
御
三
家
の
紀
州
藩
で
あ
る
。
下
手
人

を
出
し
た
ら
ど
う
か
。
救
う
手
も
あ
ろ
う
」
と
の
返
事

で
取
り
あ
っ
て
く
れ
な
い
。
村
人
の
談
合
寄
り
合
い
は
、

昼
と
な
く
夜
と
な
く
続
い
た
。
誰
も
盗
っ
た
者
が
い
な

い
の
で
、
話
し
合
い
は
前
に
進
ま
な
い
。
浜
松
藩
と
し

て
は
、
大
藩
の
紀
州
藩
に
逆
ら
っ
て
事
を
大
き
く
す
る

よ
り
も
、
身
代
り
の
下
手
人
を
出
す
し
か
な
い
と
圧
力

を
か
け
て
き
た
。
江
戸
出
頭
の
期
限
も
迫
っ
て
き
た
。 

こ
う
し
た
村
の
大
難
の
時 

「
私
が
下
手
人
に
な
っ
て
江
戸
に
行
こ
う
」 

と
、
隠
居
船
組
頭
の
又
三
郎
が
申
出
た
。
当
時
米
津
は
、

隠
居
船
、
中
船
、
新
船
、
本
船
、
清
三
、
六
軒
の
六
字

で
、
こ
れ
は
各
字
が
所
有
し
て
い
た
地
引
網
船
の
名
で
、

こ
れ
が
字
名
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
他
の
組
頭

五
人
も
、
又
三
郎
一
人
を
罪
人
に
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
わ
れ
わ
れ
も
と
名
乗
り
出
た
。 

こ
の
六
人
の
身
代
り
人
は
、
家
族
や
村
人
と
別
れ
の

杯
を
交
わ
し
た
後
江
戸
へ
旅
立
っ
た
。
村
境
ま
で
見
送

っ
た
人
々
の
胸
中
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。 

 

こ
れ
で
村
の
危
難
が
去
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
六
人

の
組
頭
を
救
お
う
と
必
死
の
助
命
運
動
を
続
け
た
。
再

び
浜
松
藩
へ
願
い
出
た
。
と
こ
ろ
が
、 

「
紀
州
家
へ
二
百
両
の
わ
び
金
を
出
し
た
ら
ど
う
か
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
の
米
津
村
は
、
六
十
三
軒

の
貧
し
い
農
漁
村
だ
っ
た
。
村
人
は
家
財
道
具
や
土
地

を
手
放
し
て
、
血
と
涙
の
大
金
二
百
両
を
調
達
し
、
祈

る
心
で
浜
松
藩
へ
提
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
金
が

江
戸
に
も
届
か
ず
、
紀
州
藩
邸
に
も
届
か
ず
、
六
人
を

救
う
役
目
を
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
二
百
両
の
行
方
は

分
か
ら
ず
じ
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
の
年
の
暮
れ
、
身
代
り
六
人
は
江
戸
小
塚
原
の
刑

場
の
露
と
消
え
た
。
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
米
津
村
の

人
々
は
、
犠
牲
と
な
っ
て
村
人
を
救
っ
て
く
れ
た
六
人

の
菩
提
を
末
永
く
供
養
す
る
た
め
、
石
地
蔵
を
造
っ
た
。

こ
れ
に
戒
名
を
彫
り
込
ん
で
お
寺
の
境
内
に
お
祀
り

し
た
。
と
こ
ろ
が
、 

 

「
罪
人
を
仏
と
し
て
祀
る
こ
と
は
け
し
か
ら
ん
」
と

お
叱
り
を
受
け
、
や
む
な
く
石
地
蔵
を
境
内
の
藪
か
げ

に
密
か
に
埋
め
て
姿
を
隠
し
た
。
や
が
て
年
が
経
ち
、

世
代
が
変
わ
り
、
義
人
六
人
の
話
は
口
伝
え
に
は
伝
え

ら
れ
て
い
た
が
、
石
地
蔵
の
在
り
か
は
い
つ
か
忘
れ
去

ら
れ
た
。 

 

昭
和
十
年
十
月
、
寺
の
墓
地
を
拡
張
す
る
た
め
、
村

人
の
手
で
整
地
し
た
。
こ
の
作
業
中
に
石
地
蔵
を
発
見

し
掘
り
出
さ
れ
た
。
付
着
す
る
土
を
洗
い
浄
め
て
み
る

と
、
「
江
戸
行
総
代
の
文
字
と
六
名
の
戒
名
」
が
刻
ま

れ
て
い
た
。
時
の
住
職
安
泉
寺
十
三
世
小
林
鶴
州
和
尚

は
、
戒
名
を
頼
り
に
過
去
帳
を
調
べ
、
村
の
古
老
を
尋

ね
そ
の
記
憶
を
も
と
に
、
村
を
救
っ
た
六
人
の
記
録
を

作
っ
た
。
住
職
は
こ
の
戒
名
が
「
沙
弥
」「
信
士
」
と

低
い
も
の
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
改
め
「
居
士
」
の
位

を
贈
り
霊
に
報
い
る
こ
と
に
し
た
。 

 

昭
和
十
四
年
遺
族
と
村
の
有
志
の
寄
与
に
よ
り
地

蔵
尊
の
祠
が
建
立
さ
れ
た
。 

 

昭
和
四
十
八
年
二
百
回
忌
法
要
を
地
元
民
で
営
む
。 

 

昭
和
五
十
五
年
篤
志
家
、
太
田
泰
次
を
中
心
に
村
民

他
多
く
の
方
の
浄
財
に
よ
り
、
地
蔵
堂
を
建
立
し
た
。 

 

参
考
資
料 

 

・
安
泉
寺
住
職
の
談
話 

 

・「
米
津
浜
の
松
風
」 

米
津
町 

井
口
周
治
著 
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・「
潮
の
か
お
る
浜
の
里
」
新
津
わ
が
町
文
化
誌 

 
「
水
野
南
北
」
の
書
き
出
し
で
始
ま
る
古
文
書
が
家

の
中
か
ら
出
て
き
た
。
（
中
山 

清
宅
）
初
め
て
知
る

人
名
で
あ
る
。
文
章
は
解
読
で
き
た
が
、
南
北
と
い
う

人
に
つ
い
て
は
一
部
し
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
人
名

を
頼
り
に
調
べ
る
と
、
関
係
あ
る
図
書
が
七
点
、
参
考

図
書
（
文
人
、
作
家
の
も
の
）
五
点
、
更
に
南
北
発
行

の
著
作
も
あ
る
よ
う
で
、
思
っ
た
よ
り
多
数
の
書
籍
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
当
時
日
本
一
の
観
相
家
と
言

わ
れ
た
水
野
南
北
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
解
説
す
る
。 

水
野
南
北
の
生
い
立
ち
と
経
歴
に
つ
い
て 

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
当
時
の
大
坂
に
生
ま
れ
た
。

幼
く
し
て
両
親
を
失
い
、
叔
父
夫
婦
に
育
て
ら
れ
る
。 

子
供
（
十
才
位
）
の
頃
、
酒
を
覚
え
た
の
で
、
酒
代
欲

し
さ
に
盗
み
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
酒
と
博
打
、
喧

嘩
に
明
け
暮
れ
る
よ
う
に
な
る
。
十
八
才
の
頃
、
刃
傷

沙
汰
を
起
こ
し
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
る
。
牢
内
で
罪
人
と

一
般
人
の
顔
に
は
著
し
い
相
違
が
あ
る
こ
と
に
気
付

き
、
観
相
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
出
牢
後
あ
る

人
相
見
か
ら
「
あ
ん
た
は
顔
に
死
相
が
出
て
い
る
」
と

言
わ
れ
た
。
運
命
転
換
の
た
め
、
あ
る
寺
の
住
職
に
出

家
を
願
い
出
た
。
住
職
か
ら
「
半
年
間
、
食
は
麦
と
大

豆
だ
け
の
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
た
ら
許
す
」
と
言
わ
れ

た
。
沖
仲
仕
を
続
け
な
が
ら
半
年
過
ぎ
た
頃
死
相
が
消

え
、
運
勢
も
改
善
さ
れ
た
。
観
相
学
向
上
の
た
め
に
は
、

自
ら
の
体
験
が
必
要
と
考
え
、
髪
結
い
床
三
年
間
、
主

と
し
て
「
頭
の
相
」
を
観
察
し
、
湯
屋
の
三
助
業
に
も

三
年
間
裸
体
を
観
察
す
る
。
こ
れ
で
生
き
て
い
る
人
間

は
理
解
で
き
る
と
悟
っ
た
。
更
に
三
年
間
は
、
火
葬
場 

の
隠お

ん

亡ぼ
う

（
死
体
を
処
理
す
る
人
）
を
勤
め
、
骨
相
や 

死
因
の
分
か
っ
て
い
る
死
体
の
観
察
に
努
め
た
。
こ
の

よ
う
に
辛
苦
研
鑽
を
続
け
て
も
、
従
来
の
観
相
学
で
百

発
百
中
と
は
言
え
ず
、
思
い
悩
ん
だ
末
、
伊
勢
の
五
十

鈴
川
で
断
食
水
行
の
荒
行
を
五
十
日
程
続
け
る
う
ち

に
太
啓
（
瞬

間
的
な
神
の

お
告
げ
、
そ

の
人
の
ひ
ら

め
き
）
が
訪

れ
る
。
南
北

は
改
め
て
強

い
確
信
を
得

る
こ
と
が
で

き
た
。
飲
食

は
人
間
の
欲

望
の
筆
頭
で

あ
る
。
観
相

に
際
し
て
は
必
ず
詳
細
に
こ
の
人
の
食
生
活
の
様
子

を
聞
い
て
占
い
判
断
を
下
し
、
外
れ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
南
北
は
あ
る
時
、
運
の
悪
い
人
の
死
体
解

剖
を
し
た
。
内
臓
、
特
に
胃
や
腸
の
色
艶
が
正
常
で
な

く
悪
い
残
存
物
が
発
見
さ
れ
た
。
運
は
食
な
り
と
い
う

結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
南
北
は
江
戸
時
代
中
期
、

京
都
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
聖
徳
太
子
を
教
祖
と

し
て
尊
ん
だ
。 

 

南
北
の
名
前
で
あ
る
「
南
」
と
「
北
」
は
火
と
水
で

あ
り
、
陰
と
陽
、
即
ち
易
で
あ
る
。
南
北
の
観
相
学
が

三
百
年
も
の
長
い
年
月
受
継
が
れ
て
き
た
の
は
、
彼
の

外
れ
な
い
正
確
な
観
相
が
万
人
の
信
頼
を
得
た
か
ら

で
あ
る
。
観
相
学
（
手
相
学
、
人
相
学
）
も
必
要
だ
が

飲
食
の
様
子
を
聞
い
た
占
い
、
判
断
は
一
人
の
失

敗
も
な
か
っ
た
。
観
相
と
飲
食
の
併
用
に
よ
り
誤

り
の
な
い
相
法
が
な
り
た
つ
。「
人
の
運
命
は
飲
食

で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
こ
れ
を
私
の
相
法
の
極

意
と
定
め
た
。
こ
の
信
念
を
生
涯
貫
き
通
し
、
多

く
の
人
を
救
う
こ
と
に
努
め
た
」
と
述
懐
し
て
い

る
。
南
北
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
、
高
弟
で
あ

っ
た
小
西
喜
兵
衛
宅
の
奥
座
敷
で
亡
く
な
っ
た
。

享
年
七
十
五
才
で
あ
っ
た
。 

 

結
論
と
し
て
（
南
北
の
教
え
の
要
点
） 

い
か
な
る
良
相
、
吉
運
。
健
康
な
人
で
あ
っ
て

も
常
に
美
食
を
な
し
、
十
二
分
な
食
事
を
し
た
な

ら
ば
、
悪
相
と
な
り
、
凶
運
、
短
命
と
な
る
。
こ

れ
と
は
逆
に
、
ど
ん
な
悪
相
、
凶
運
、
病
弱
な
人
で
も

口
に
す
る
も
の
を
節
し
、
食
事
を
腹
八
分
に
す
る
人
は

良
運
と
な
り
、
健
康
、
長
命
と
な
る
。「
食
は
命
な
り
」

飲
食
に
よ
り
人
の
運
命
は
変
わ
る
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
参
考
文
献 

「
水
野
南
北
の
提
唱
し
た
飲
食
の
つ

つ
し
み
」
等 
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地震について学んできた事（浜風会） 

平成の時代に入ってから、平成７年１月１７日に

は兵庫県南部地震（阪神・淡路大地震Ｍ７.３、犠

牲者 6､437 人）や平成 23 年 3 月 11 日の東北

地方太平洋沖地震（東日本大震災Ｍ９.０、死亡、

行方不明者合せて１万９千余人）の大きな災害を伴

う地震が発生し、人々に大きな衝撃を与えました。 

浜風会では以前から地震についての話題の機会

をもつようにつとめてきました。今まで取り上げて

きたこととして 

・東南海地震Ｍ７.９(19４4.12.7)による遠州地

方の災害の様子。 

・北伊豆地震Ｍ７.３（1930.11.26）による横

ずれ断層の状況、特に丹那盆地百数十㍍下のトン

ネル工事中の記録からの様子等 

・濃尾地震Ｍ８.０（1891.10.28）根尾谷断層

の見学（国指定特別天然記念物：岐阜県本巣市） 

・大震災と東海地震への備え（大地震の歴史） 

などをやってきました。

 
 

東海地震発生の提起がされてから、36 年が経

過、この期間この現象は生じていません。 

しかし、南海トラフに起因する海溝型地震の連動

を考慮した津波について、理解を深めていきたいも

のと願っています。 

 

 
 

 
 

 
 

会
員 

後
藤
守
利 

私
は
昭
和
十
八
年
四
月
に
篠
原
国
民
学
校
初
等
科

一
年
に
入
学
し
た
。 

年
々
戦
争
は
激
し
く
な
り
、
昭
和
二
十
年
に
は
艦

載
機
や
飛
行
機
雲
を
引
い
た
Ｂ
29
等
の
爆
撃
機
が

来
襲
し
、
空
襲
警
報
は
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
国
民
学
校
児
童
の
安
全

確
保
に
大
変
な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
二
十

年
二
月
、
運
動
場
に
部
落
毎
の
防
空
壕
が
掘
ら
れ
た
。 

こ
の
年
の
篠
原
国
民
学
校
沿
革
誌
に
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

四
月
六
日 

分
散
教
育
実
施 

空
襲
頻
繁
ト
ナ
リ

タ
ル
為
児
童
ノ
通
学
困
難
ト
ナ
リ
停
車
場
及
ビ
西
馬

郡
西
部
落
ノ
児
童
ノ
タ
メ
幼
稚
園
ニ
分
散
教
育
ヲ
開

始
ス 五

月
十
八
日 

敵
機
ヨ
リ
機
銃
掃
射
ヲ
受
ク 

第

三
時
限
終
了
直
後
Ｂ
２４
侵
入
、
児
童
待
機
セ
ル
モ
敵

機
旋
回
機
銃
掃
射
ヲ
ナ
ス 

応
急
処
置
ヲ
ナ
シ
医
師

ノ
治
療
ヲ
受
タ
ル
モ
一
名
死
亡
、
二
名
重
症
一
名
軽

傷
ノ
被
害
ア
リ 

五
月
二
十
四
日 

全
面
的
分
散
教
育
開
始 

全
校

ヲ
九
カ
所
ニ
分
散
シ
教
育
ヲ
継
続
セ
リ 

六
月
十
日 

本
校
ノ
分
散
教
育
ハ
全
国
的
ニ
最
初

ナ
リ
シ
タ
メ
会
場
ヲ
本
校
ニ
ア
テ
県
指
定
ノ
研
究
会

ヲ
開
ク 

鳥
山
視
学
官
、
比
奈
地
学
務
課
長
御
指
導 

参
加
校 

第
四
部
会
各
校
、
新
居
、
鷲
津
、
村
櫛
、

白
須
賀 

尚
、
当
日
午
前
空
襲
ア
リ
シ
タ
メ
研
究
会

ハ
午
後 

 

こ
の
記
録
か
ら
、
最
も
遠
距
離
通
学
と
な
る
停
車

場
と
西
馬
郡
西
の
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
停

車
場
の
幼
稚
園
（
現
在
の
春
日
幼
稚
園
）
で
分
散
教

育
を
開
始
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

五
月
二
十
四
日
か
ら
実
施
と
し
て
い
る
分
散
教
育

の
場
所
は
、
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
次
の
九
カ
所

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

① 

鈴
木
酒
造
（
現
在
の
遠
鉄
ス
ト
ア
）
の
酒
造
倉
庫

で
篠
原
東
の
初
等
科
三
年
生
ま
で 

② 

青
年
学
校
三
分
一
校
舎
（
三
九
八
四
番
地
、
旧
元

学
校
）
で
篠
原
東
の
初
等
科
四
年
生
以
上 

③ 

善
養
寺
（
現
在
の
篠
原
寺
）
で
篠
原
西
の
初
等
科

二
年
生
ま
で 

④ 

海
蔵
院
（
現
在
の
興
福
寺
）
で
篠
原
西
の
三
年
生 

⑤ 

西
神
明
神
社
社
務
所
で
篠
原
西
の
四
年
生
以
上 

⑥ 

国
民
学
校
校
舎
で
篠
原
西
の
学
校
付
近
と
新
田

の
児
童 

⑦ 

東
光
寺
で
坪
井
本
田
と
東
馬
郡
の
三
年
生
ま
で 

⑧ 

石
津
撚
糸
工
場
で
坪
井
と
東
馬
郡
の
四
年
生
以

上 

⑨ 

停
車
場
幼
稚
園
で
停
車
場
、
西
馬
郡
の
児
童 

聞
き
取
り
調
査
の
中
で
、
停
車
場
幼
稚
園

は
三
年
生
ま
で
で
、
四
年
生
以
上
は
西
遠
織

布
の
食
堂
を
借
用
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
も
調
査
を
し
た
い
。 

 

戦
時
下
の

非
常
に
困
難

な
時
に
、
全

村
的
な
協
力

で
早
い
措
置

が
と
ら
れ
義

務
教
育
が
継

続
さ
れ
て
い

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。 

 
 

根尾谷断層 

落差６ｍの地層のずれが今も残る 


